
研究ノート  

帝 国 主義 の構造分析  

一一 M・バラツト・ブラウンの所説をめぐって 一山  

山  本  尚  一一  

Ⅰ  

各世紀は，それぞれの時代精神をもつものだが，20世紀を帝国主義の時代とすれば，そ  

の代表的思想家としてレ－エソをあげることができよう。ところが，18世紀のアダム・ス  

ミスや19世紀のか－ル・マルクスと異って，レーニンは20世紀の最初の4半世紀を生きた  

にとどまり，かつその思想を体系化するまでにほいたらなかった。したがって，その後の  

帝国主義をめぐる論争において，レー・ニン解釈をめぐって鋭い意見の対立がみられた。／j＼  

論で紹介するM”／ミラツト・ブラウン（MichaelBarrattBrown）の見解は，l一・方において  

労働党右派の帝国主義解体論を批判し，他方に．おいて教条主義的帝国主義論を排して，あ  

くまでレ－エソの古典的規定を基準にしながら，主としてイギリス帝国の現実紅即して帝  

国主義論を再構成しようとするものである。同氏の主張は，帝国主義の構造分析ともいえ  

るもので，ともすれば段階論G終末論に．陥りがちな帝国主義研究をイギリ．ス資本主義の発  

展史全体のなかでとらえなおそうとするもので，きわめて意欲的といわざるをえない。   

筆者は，12年前「労働蛮族論の検討岬一ニユ∴－・・レフトの見解をめぐって】－」（『香川  

大学経済論叢』第39巻第2号，1966年6月）と適する小論を発表し，M．バラツト・ブラ  

ウンの見解を紹介し，2，3の問題点を指摘したことがある。本稿は，筆者の指摘した問  

題点を中心として，このたび筆者が滞英中紅直接紅著者とかわした対話によって確認でき  

たことにもとづいて，同氏のその後の見解を紹介しようとするものである。  

ⅠⅠ  

バラット・プラクソ氏ほ，その主著月．／ど¢′・ルゆ粛妬‘・S椚のー一再版への序文」（1969年）   
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の中でつぎのように述べている。「書物の再版ほ．，著者濫その批判者に答える機会を与え  

る。再版の事実そのものが1つの答えである。…私は，この新しい序又においてまず本  

番にたいする若干の一般的批判をとりあげたい。そうすることにおいて私は，本書の主題  

を簡単紅腎叔屈するであろう。寛2に．，イギリス社会主義讃の戦略にたいしで私の引きだ  

した結論の若干の吟味。鴇3に．，本書が6年前に出版されて以来の帝国主義諸関係の危機  

における若干の新しい発展。鰭4に，マルクス主義経済成長理論についての若干の一層の  

考察。」（viiぺ－汐）。本稿でほ，筆者が前稿で主として取りあげた最初の2点紅かんする  

著者の見解を紹介し，若干のコメントを加えたい。   

著者はまず，「イギリス帝国主義ほ，虚先進工業国としてのイギリス紅たいする自由貿  

易の利益のより長い歴史の光の中で理解されるべきである。私ほ，レ－エソがこ申ことを  

理解しなかったと示唆しようとするのでほなく，ただレーニYを福音としで引用する人々  

が，このことを看過する傾向をもつことを指摘するものである」（ixぺ－ジ）と述べ，自  

由貿易と帝国主義との関連についてつぎの諸点を強調する。  

（1）自由貿易又ほ市場の開放は，19世紀のイギリスや今日のアメリカ合衆国のように．－ 

旦その工業的優越性が確立されると，技術的にもっとも進んだ国にとって最大の利益にな  

ること。  

（2）系論として自由貿易は．技術的に．より後進的な国にとってほ禍であること。保護は，  

ドイツおよびアメリカのように工業資本が独占的方法で発展する背後に．ある手段であっ  

た。エ業化を志向する国ほ．，もっとも先進的な工業列強の影響からその幼稚産米およぴそ  

の仝経済的発展を保護しなければならないだろう。  

（3）イギリスおよぴその他先進帝国主義列強の経済発展陀，植民地貫納の結果というよ  

りもむしろ自由貿易のもたらす土着手工業の破壊および宗主国工業における生産性増大紅  

よる海外市場の「搾取」の結果であったこと。  

（4）それに応じて低開発諸国の不利益ほ．，貢納（これは重い負担でほあるが）というよ  

りもむしろ自由貿易の世界に．おいて自国の産業を発展せしめえないこ．とから生ずる，主と  

して第1次産品生産への抑止および経済発展の歪みであった。  

〈5）19他紀におけるイギリス産業の市場および生酸性を発展せしめたのほ，植民地搾取  

というよりもむしろ白人自治領の発展であった。資本が患接原料搾取の領域を除いて，貧  

困な植民地に流入するという考え方には明白な矛盾があった。資本は，事実今日ますます  

螢かな諸国および豊かな市場に靡先進工業諸国間の「水平的投資」とよばれる形態で流入   
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したこと。  

（6）イキリスの財産所有者ほ，植民地毒投資から利益をえたし，また得つつあるけれど  

も，イギリス人民の大多数は，植民地人民とともに帝国主義諸関係の不利益をともにわか  

ちつつある。かれらは，分前にあずかることなしに軍隊の税金を払い維持した。さらに国  

内市場に資本が不足し，輸出市場が交易条件の不利化および債務増大によって筑困化した  

ことに．よる，イギリス経済の後進性の増大に苦しんでいる。  

（7）駿後匿，帝国による琴主因労働者階級の腐敗ほ，経済的腐敗というよりも糖神的腐  

敗であった。金持のテーブルからのパンくずほ．，最初は普通選挙権猿得後の民族意識によ  

る，ついで一顧・的確国利益の神話による労働者階級意識の抑圧よりも，議要こでなかった  

（ix■－・・Ⅹiページ）。   

ここで指摘された7命題のうら，（1ト㈲は，超過利潤の基礎に．かんするものであり，（6、）  

－－（7）は，その政治的・社会的意義笹かんするものである。小論でほ，前者，すなわち超過  

利潤の源泉として＼資本輸出よりも自由貿易を重視する命題庭．ついて，検討したい。この点  

にかんして著者ほ，左儲からの主な批判としでつぎの2項類をあげている。第1は，工業  

生産者および籍1次産品生産者間の交易条件の葡利・不利にかんするもので，発2ほ，帝  

国投資のイギリスに．たいする呉の蚤要性に・かんするものである（Ⅹiiぺ－・汐）。   

著者は，隼1点に．かんして二帝国主義周と植民地との貿易関係が不平等なものであったこ  

とを認めた後，つぎの諸点を強調する。「私が主張したことは，籍1に，先進国からの製  

造品輸出が非工業諸国の市場を前も・つて貧弱にし，またほ「搾取」し，したがって先進国  

製造共著を強化し，他の諸国の産業革命の基礎を破壊したこと，第2に，かくして．当初不平  

等の基轡で確立され■た交易条件は，たえず籍1次産品に不利紅，製造品に有利に働くとほ  

限らないということであった。第3に，交易条件がある期間第1次産品に∴不利に製造品に．  

有利に．動くとき，低開発策1次産品生産者の窮乏化をもたらし，製造工業諸国それ自身の  

輸出産業紅たいする購買力低下紅よってはねかえってくるということであらた。1930年代  

のイギリス輸出産業の失業は，この過程の明白な被害者であった」（Ⅹii－Ⅹiiiぺ一汐）。   

第2の帝国投資の役割の問題に．ついても，著者は同じ方法でつぎのよう紅答えて－いる。  

「…海外投資に．たいする高収益率の搾取の過程そのものが，搾取のおこなわれた国その  

ものを未開発とし，かくしてイギリス商品にたいしての魂でなく，－・層のイギリス資本投  

資に．たいして貧困な市場を残した」（Ⅹiすぺ・－・汐）。   

このように，著者ほ，帝国主義段階における資本輸出の黍要性を否定するのではなく，   
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その歴史的前提をなす産業革命のあり方と，それとつらなる自由貿易を，謹祝するのであ  

る。自由貿易が植民地に．おける土着産業資本家階級の拾頭する自由を奪った点紅ついて，  

著者は，つぎのよう紅述べている。「偲開発諸国の中心問題は，つね紀文配的地主，商人  

または買弁階級の帝国貿易諸関係への依存，およびそれらがその道にとどまることを監視  

する帝国主義列強の決意であった。自由貿易は，土着盛業の発展を軌上したのちでなく，  

それはまた地方諸産業の確立濫．よるよりも館国貿易を取り扱うことによって金もうけをす  

るよりよい機会を与えた。本書の最初の輩の大半は，大地主および商人がまれ紅産業家に  

なることを示唆することであった」（Ⅹiぺ・－汐）。  

ⅠⅠⅠ  

このように帝国主義の歴史的前提としての自由貿易を強調ナる著者ほ，ネオ・コロニア  

リズム下の発展途上国の工業化の将来紅ついても，否定的見解を示している。その新著  

す帝国主義の経済学』（mβガc∂〃∂椚∠cS O／力勘鱒勇α／≠S研，1．974）においてつぎのように．述  

べてこいる。「今日，第1次生産に．おけるよりも製造品における投資をふくむところの低開  

発諸国における宗主国資本家の絶え．ぎる利益ほ，若干の経済発展を意味するが，しかし従  

属した発展を意味する。同時に，より急速な発展へのかれらの関心の欠如は，宗主国資本  

家グループの主たる目的が，市場の拡張でほなく，資本主義的枠組の申での生産過程の維  

持であることを示す。これが，ネオ・コロニアリズムの意味である」（284ぺ－ジ）。   

でほ著者は，イギリスに．おける社会主義者の戦略にたいしてこどのような展望をもつであ  

ろうか。その新著紅おいてつぎのよう紅述べられている。「先進国中工業労働者および発  

（ 展途上国の解放運動匿とっての次の10年間の大きな問題ほ，かれらを分っている短期的利  

害をこえて存在するかれらの長期的共同利害を許す政治的・経済的協力のフレーム・ワ－  

クを発見することであろう。／確実にいいうることほ．，低開発他界の人民の欲する商品を  

生産しようという先進国工菜労働者の失業能力と先進国世界が欲する商品を生廓する低開  

発世界の労働者および農民の潜在的失業能力の間紅．たつものは，自然の統制不可能な種類  

の力でほなく，人為の制度である，という意識が，■着実紅増大するだろうということであ  

る。われわれは，すでに，マー汐・－サイドの竃磯野働者，シェフイールドの鉄鋼労働者お  

よびクライドサイドの造船労働者の，現在の市場において利益がないという理由で閉鎖に  

おびやかされているエ場および造船所の製品にたいする低開発諸国紅市場を見出そうとい  

う闘争のなかに．，イギリスに．おけるこの意識の増大の例を観た」（328ぺ・－・汐）。   
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ここに，著者の階級的立場が端的に表明されている。すなわち，著者の立場は一周し  

て，戦闘的（著者に言わせれば，きわめて防衛的）として知られるイングランド北部の労  

働者の利害を，代弁しているのである。かくして著者ほ，かつ1てイギリスのEC加盟に反  

対し，現在はECの共通農業政策に関心をよせるのである。   

筆者は，1977年に．在外研究員としてシェフイ－ルド大学を・訪問し，秋学期にパラット・  

ブラウン氏と親しく対話する機会をえた。すでに先年，夫人とともに．日本訪問した同氏  

ほ，日本に知人も多く，ゆっくりしたわかりやすい英語でしゃべってくれ，会話能力の乏  

しい聾者に．もよく理解することができた。10月のある日，ピー・ク・デンヨナル・パークの  

美しい町べ－クワ工ルの自宅に．招かれてその家族に．歓待されたことも楽しい想い出であ  

る。毎日朝食前に．ダーービンァの原野を3マイルはどランニングすることを日課とし，その  

あと午前中チェスタ十フィールドの成人教育センターの炭鉱夫クラス（その多く咋組合活  

動家■である）で講義し，午後ほ演習をもつという同氏のタフさ紅ほ，雷をまいたものであ  

る。小論ほ，このような留学中のあわただしさの中で執筆されたため，同氏の所説の進展  

状況にかんする素描の域をでないカ亨，後口の一層の展開のための覚番きとしたい。なお，  

以下把．同氏の著作目録をかかげておく。  

A．著 沓   

（1）攣」著  

A／JβγJ∽如／よαJ∠5∽，LoIldon，1963小  

I椚血㌧凱仰馴血cS≠9ノ捕り払L・l侮㌢烏βγS，C∂〝S〟〝2β′，Gβぴβ〃プ肌β〝fα〝〟c叩か肌痛β乃，  

London，1970 

Essa．ys onImperialiSm（Spokesman Books），Nottingha甲，1972．  

ダγ・0∽エα∂0〝γ∠√S7乃′♂∫♂CよαJ≠ざ沼，アカ♂P〃／iJよCα／ガc♂〝〃都．γq／－エα∂〃〝タメ〝J彪♂J97（）’．タ  

（Spokesman Books），Nottingham，1972 

TheEconomi9S扉■ZmperlaliSm（PenguinEducation），HaImOndsworth・1974 

（2）編 著  

ぶわ♪肋s5メ〝g7Ⅵg沼月む0れ‥A柁E・掴朋血脚域摘∂．／cβ乃5β′ぴα助β・・P∂J宣cッね抑α7d19  

the NationalisedInduStries，Public Enterprise Group Publication，1971 

丁んt，．1〃〝′0研、・（7．／し丁ノJかJd…イ（I♪川川JD（汀J〃〃川～∫（川だ＝〃J（川′ノ（P（）／トl・′J∫川√  

Tカよγdlγ∂7■Jd，γカβぶ♪∂ゐgS刀須ク〃，No“28，19ノ73′7Jl．   
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点βざ0〟7rCβ5の拍㌧摘eヱ加邪′〃〝∽β〝f：・A5加・壷αJよ√S′pβ7g〆繭彿7伽5サ南S∽〃〝，  

No．32，1976．  

（3）共 編 著  

（With Ken Coates and Tony Topham）TIpade Union RegisteY，Ⅰ．．W一C．Books，  

1969and1970   

B“論 文   

“The£ and thel％，けNew Reasonelノ，Autumn1958 

“TheController；of BritishIndusty”，Universitie．s and Lejt Revieu，，Nos。5，6  

and7，1959  

＝Jugoslavia Revisited”，New Left Revieu，，No．・1，Jannary－February1960 

＝Workers，Controlin a Planned Economy”，dilio，No．2，March－Apri11960 

“Imperialism Yesterday and Today”，ditto，No．5，SeptemberpOctober1960 

“Neutralism and the Common Market，，，dltto，No．12，Novembe卜December1961 

aCrosland，s Enemyl・A ReplyH，ditto，No．19′ March－Apri11963 

“DeteIminants of the Structure and Levelof Wagesin CoalMining since ＼  

1956”，β〟／／βfよ■〟0ノ■0．材わdイ那止血毎卯■ Ec抑制励“‘物ゴ∫れ痢Sf∠（5，Vol．29，  

No．2，1967 

“who ControIs the Economy”，in can WorkerS Run Zndusiry？一，Sphere Books，  

1968 

‘‘Coalas a NationalisedIndustry‖，Economic SiudieS，Volり4，No1／2，Oct．，1969巾  

〟The Concept of Employment OppoItunities，●，YoY’kS．・Bulletin，Nov．，1970 

“Imperialismin our Era：Spheresof EconomicInfluence＝，Spokcsman，No．24，  

January－February1973 

（With RoydenHarrison）“Incomes Policy Debate”，Ncw Lqf’iReview：No．37，  

May－・．Tune1966 

C“ パンフレット  

L，abour and Sterling，TheInstitute for WorkeIS’Control〔Ⅰ．W．C．JPamphlet，  

No．．3．  

Opening The Books，Ⅰ．W・C・Pamphlet，No4  

TYade Unions and RiSing Prices，Ⅰ”W．C。Pamphlet，No．24．   
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Public EnierPrise Defbnded，Ⅰ，．W．CLPamphlet，No．29．  

What Really Ha？benedioihe coalZ〝dustr．y？，Ⅰ”W．C．Pamphlet，No”31．  

A舶直上甜鋸〟如〃 ノの′J九動那加イ仇l穐γ鳥βタ・ざ：アゐβC∂乃≠γ■葎Ⅶ力〃乃 0．／∫ゐげ／よβJd   

t7niveYSit．γ ExtramuralDePaYtment，London，NationalInstitute ofAdult   

Education，1969 

（WithKenCQateS）The‘Big Flame，andlγんatiS tJLeIWt？，Ⅰ．W．C．Pamphlet，  

No．14 

（With Stuart Holland）Pz｛blic Ou｝ne7rShiP and Democracy，Ⅰ…W．C。Pamphlet，  

No．38．  

（WithKenCoates）AccouniabiliiyandIndistrialDemocracy，Ⅰ．悌．c．pamphlet，   

No．50．   
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